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( 科目コード：8707320075KK)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】環境化学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

中島 敏

【授業目標・教育方針】
地球にやさしいという言葉がある。なぜわれわれは「地球にやさしく」しなければならないのだろうか。地球にはも
ともと意識などない。人類が地球に対してなにをしようと地球にとっては大局では関係がないようにおもわれる。と
ころが、最近、地球にやさしくという言葉がよく聞かれるのは、それがわれわれ人間のためであるからである。地球
上には数多くの動植物が生存し、調和のとれた生態系内でそれぞれの種が生命活動をおこなっている。われわれ人類
がこの地球上で生きながらえるためには、環境について学び、住み良い環境を保持しなければならない。環境問題は、
自然科学、社会科学の諸分野にまたがっている。人間活動はすなわち環境へのはたらきかけであるが、特に多少なり
とも化学に関わるものとして、環境問題に対して無関心であってよいものではない。ある問題が提起されたときにも、
自分なりに情報を収集して、それにもとづいた判断をすることが可能となるように、基礎的な知識を涵養することを
目的とする。

【授業概要】
基礎的な化学の知識があることを前提として、化学に関わる立場から地球環境問題を総合的にとらえる力を養う。ま
ず地球環境および地球環境問題を総合的に理解する。つぎに環境中に放出された化学物質の影響や、毒性の評価の方
法について理解する。新聞等で報道される最新のニュースを適宜紹介し、背景を解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：明日の環境と人間：川合 真一郎 , 山本 義和：化学同人：978-4759808100
参考書：「演習」地球環境論：新田 義孝：培風館：978-4563045586

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う

【成績評価方法】
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：適宜レポートの提出を指示することがある。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
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【授業計画】（授業名：環境化学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 地球のなりたち 宇宙の誕生、恒星、元素の生成、太陽系と地球の形
成、水圏と大気の進化、生命の誕生、地球の概観

第 2 回 人間と環境 人間をとりまく環境要因、人口問題、リプロダクティ
ブライツ、食料問題、資源エネルギー問題、トリレン
マ、環境倫理

第 3 回 公害から環境問題へ エコロジーの誕生、自然保護の芽生え、沈黙の春、保
全と保存、典型７公害、公害対策基本法、環境基本
法、地球環境問題の特徴、廃棄物、循環型社会形成基
本法、３つの R、LCA

第 4 回 リオ宣言と持続可能な開発 環境と開発に関する世界委員会、環境と開発に関する
国連会議、アジェンダ２１、リオ宣言、予防原則、汚
染者負担の原則

第 5 回 オゾン層 オゾン生成と破壊のメカニズム、オゾンホール、生物
への影響、オゾン層の保護、将来予測

第 6 回 地球温暖化 炭素循環と化石燃料の使用、大気汚染と酸性雨、地球
温暖化に対する国際的な取り組みと京都議定書、京都
メカニズム、CoolEarth50 と低炭素社会実現のシナリオ

第 7 回 エネルギー エネルギー供給の現状、資源の量、原子力の開発、
ITER 計画、代替エネルギーの開発、太陽光発電、風
力発電、燃料電池、熱電併給

第 8 回 中間試験
第 9 回 環境中における汚染物質 元素の普存、自浄作用、保護作用、自然レベル、水質

環境基準、淡水資源と仮想水
第 10 回 毒性評価 トータルリスクミニマム、リスク評価、統計的手法と

測定誤差の評価、用量－反応曲線、毒性の定量化、毒
物および劇物、変異原性、免疫毒性

第 11 回 生体への影響 生物濃縮、生物学的半減期、微量元素と必須元素、メ
タロチオネイン、重金属間の相互作用、薬物代謝

第 12 回 ダイオキシン 構造と毒性、毒性当量換算係数、発生源、暴露の現
状、関連の事故と被害

第 13 回 残留性有機汚染物質 POPs、農薬、食品の安全性、ストックホルム条約、
バーゼル条約、その他の環境に関する国際的な取り決
め

第 14 回 環境ホルモン 作用メカニズム、ヒトの健康や野生生物への影響、評
価法、SPEED98 評価結果、ExTEND 2005、DES、合成
エストロゲン

第 15 回 化学物質の適性管理 リスクマネジメント、トータルリスクミニマム、リス
クコミュニケーション、PRTR、化審法
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